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中
近
世
ス
ペ
イ
ン
の
旅
人
た
ち

―
ユ
ダ
ヤ
人
（
ユ
ダ
ヤ
教
徒
）、
キ
リ
ス
ト
教
徒
、
モ
リ
ス
コ
を
例
と
し
て
―

関

哲

行

１
�
は
じ
め
に

大
規
模
か
つ
安
全
な
ヒ
ト
の
移
動
と
い
う
視
点
か
ら
捉
え
た
と

き
、
ス
ペ
イ
ン
を
含
む
中
近
世
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
社
会
は
中
世
中
期

（
一
一
―
一
三
世
紀
）
以
降
、
と
り
わ
け
中
世
末
期
（
一
四
―
一

五
世
紀
）
に
大
き
く
変
容
す
る
。
中
世
初
期
の
「
半
遊
牧
民
社

会
」
で
は
、
家
畜
を
伴
う
疑
似
血
縁
集
団
（
部
族
）
単
位
の
移
動

が
優
位
を
占
め
た
の
に
対
し
、
中
世
末
期
に
な
る
と
、
従
来
型
の

移
動
の
一
方
で
、
移
動
目
的
が
多
様
化
し
、
余
暇
や
観
光
を
内
包

し
た
移
動
も
増
加
す
る
。
移
動
主
体
も
家
族
、
親
族
、
兄
弟
団
、

講
仲
間
、
商
社
、
ギ
ル
ド
な
ど
に
移
行
し
て
い
く
。

こ
う
し
た
移
動
形
態
の
変
容
は
、
移
動
の
た
め
の
条
件
整
備
と

密
接
に
か
か
わ
っ
て
い
た
。
移
動
の
起
点
は
都
市
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
大
規
模
か
つ
安
全
な
ヒ
ト
の
移
動
に
は
、
都
市
的
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
と
旅
人
へ
の
法
的
保
護
、
宿
泊
施
設
や
移
動
情
報
の
拡
充
を

不
可
欠
と
し
た
。
陸
上
・
海
上
交
通
の
整
備
と
航
海
技
術
の
革
新
、

新
た
な
商
業
技
術
（
為
替
手
形
）
の
普
及
に
加
え
、
聖
化
さ
れ
た

移
動
（
巡
礼
や
参
詣
）
の
浸
透
も
重
要
で
あ
っ
た
。
巡
礼
や
参
詣

は
移
動
を
信
心
行
と
し
、
移
動
へ
の
内
面
的
抵
抗
を
緩
和
さ
せ
た

か
ら
で
あ
る
。

以
下
で
は
ト
ゥ
デ
ラ
の
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
、
ヒ
エ
ロ
ニ
ム
ス
・
ミ
ュ

ン
ツ
ァ
ー
、
モ
リ
ス
コ
の
ユ
ー
デ
ル
・
パ
シ
ャ
と
ム
ハ
ン
マ
ド
・

ブ
ン
・
ザ
ル
ク
ン
を
例
に
、
中
近
世
ス
ペ
イ
ン
の
ユ
ダ
ヤ
人
、
キ

リ
ス
ト
教
徒
、
モ
リ
ス
コ
（
改
宗
ム
ス
リ
ム
）
の
移
動
様
態
に
つ

い
て
考
察
し
た
い
。

２
�
ト
ゥ
デ
ラ
の
ベ
ン
ヤ
ミ
ン

ト
ゥ
デ
ラ
の
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
（
一
一
三
〇
年
頃
―
一
一
七
五
年
）

一
二
四
（
二
二
二
）



は
ト
ー
ラ
ー
（
モ
ー
セ
五
書
）、
ユ
ダ
ヤ
法
、
歴
史
学
に
通
じ
た

ラ
ビ
で
、
ヘ
ブ
ラ
イ
語
、
ア
ラ
ム
語
、
ラ
テ
ン
語
に
も
堪
能
な
ユ

ダ
ヤ
知
識
人
で
あ
っ
た
。
敬
虔
な
ユ
ダ
ヤ
人
で
あ
っ
た
ベ
ン
ヤ
ミ

ン
は
、
一
一
六
五
年
頃
に
ト
ゥ
デ
ラ
を
出
発
し
、
約
八
年
を
か
け

て
イ
ェ
ル
サ
レ
ム
そ
の
他
の
主
要
聖
地
を
訪
れ
、
ヘ
ブ
ラ
イ
語
に

よ
る
『
旅
行
の
書
』
を
書
き
残
し
て
い
る
。『
旅
行
の
書
』
は
ユ

ダ
ヤ
人
へ
の
「
巡
礼
案
内
」
と
し
て
の
性
格
を
帯
び
て
お
り
、
ユ

ダ
ヤ
教
の
巡
礼
の
伝
統
に
根
ざ
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

も
と
も
と
ユ
ダ
ヤ
人
は
男
女
を
問
わ
ず
、
仮
庵
祭
、
過
越
祭
、

七
週
祭
の
年
三
回
、
イ
ェ
ル
サ
レ
ム
巡
礼
を
実
践
し
、
イ
ェ
ル
サ

レ
ム
の
神
殿
に
参
拝
す
る
義
務
を
負
っ
て
い
た
。
し
か
し
紀
元
後

一
―
二
世
紀
の
ユ
ダ
ヤ
戦
争
と
そ
の
後
の
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
の
中
で
、

イ
ェ
ル
サ
レ
ム
巡
礼
は
不
可
能
と
な
り
、
そ
れ
は
宗
教
的
義
務
か

ら
理
想
へ
と
軽
減
さ
れ
た
。
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
の
よ
う
な
一
部
の
ユ
ダ

ヤ
人
を
除
け
ば
、
ユ
ダ
ヤ
人
の
多
く
は
、
身
近
な
預
言
者
や
義
人
の

墓
所
に
参
詣
す
る
こ
と
で
満
足
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

ベ
ン
ヤ
ミ
ン
を
聖
地
巡
礼
へ
と
突
き
動
か
し
た
主
要
因
と
し
て

は
、
当
時
の
ユ
ダ
ヤ
知
識
人
の
間
に
膾
炙
し
た
終
末
論
と
メ
シ
ア

思
想
が
指
摘
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ム
ラ
ー
ビ
ト
朝
と
ム
ワ

ッ
ヒ
ド
朝
に
よ
る
ユ
ダ
ヤ
人
迫
害
と
十
字
軍
国
家
の
成
立
を
背
景

に
、
終
末
と
メ
シ
ア
到
来
が
近
い
と
さ
れ
、
イ
ブ
ン
・
ガ
ビ
ロ
ー

ル
な
ど
一
部
の
ユ
ダ
ヤ
知
識
人
の
パ
レ
ス
テ
ィ
ナ
巡
礼
な
い
し
移

住
を
促
し
た
の
で
あ
る
。
ユ
ダ
ヤ
人
年
代
記
作
者
ア
ブ
ラ
ハ
ム
・

イ
ブ
ン
・
ダ
ウ
ー
ド
に
至
っ
て
は
、
終
末
の
到
来
を
一
一
八
八

―
八
九
年
と
具
体
的
に
算
定
す
ら
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
終
末
論

や
メ
シ
ア
思
想
が
当
時
の
ユ
ダ
ヤ
知
識
人
に
い
か
に
大
き
な
影
響

を
与
え
た
か
が
推
察
さ
れ
る
。

一
一
六
五
年
頃
に
ト
ゥ
デ
ラ
を
出
発
し
た
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
は
、
ロ

ー
マ
、
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
を
経
て
、
念
願
の
聖
地
イ
ェ

ル
サ
レ
ム
に
入
り
、「
嘆
き
の
壁
」
や
「
シ
オ
ン
山
」
を
訪
れ
る
。

「
シ
オ
ン
山
」
に
つ
い
て
は
、
ダ
ヴ
ィ
デ
、
ソ
ロ
モ
ン
王
の
墓
廟

を
破
壊
し
よ
う
と
し
た
イ
ェ
ル
サ
レ
ム
大
司
教
へ
の
奇
跡
顕
現
を

記
述
す
る
一
方
、
ヘ
ブ
ロ
ン
の
「
マ
ク
ペ
ラ
の
洞
窟
」
へ
の
ユ
ダ

ヤ
人
巡
礼
者
に
も
言
及
し
、
ユ
ダ
ヤ
教
と
キ
リ
ス
ト
教
の
シ
ン
ク

レ
テ
ィ
ズ
ム
を
指
摘
す
る
。
終
末
の
予
兆
と
さ
れ
る
「
ユ
ダ
ヤ
の

失
わ
れ
た
十
部
族
」
へ
の
関
心
も
高
く
、
偽
メ
シ
ア
の
ダ
ヴ
ィ

ド
・
エ
ル
・
ロ
イ
事
件
の
顛
末
、
ニ
シ
ャ
プ
ー
ル
近
郊
に
残
存
す

る
「
ユ
ダ
ヤ
の
失
わ
れ
た
十
部
族
」
に
触
れ
て
い
る
。
イ
ン
ド
や

中
国
の
情
報
も
伝
え
て
お
り
、
胡
椒
や
サ
ト
ウ
キ
ビ
の
産
地
で
あ

る
マ
ラ
バ
ー
ル
海
岸
の
都
市
キ
ー
ロ
ン
の
「
黒
い
ユ
ダ
ヤ
人
」、

北
宋
の
氷
結
し
た
海
域
に
生
息
す
る
巨
大
な
鷲
グ
リ
フ
ィ
ン
│
│

異
界
や
オ
リ
エ
ン
タ
リ
ズ
ム
の
表
象
│
│
に
言
及
す
る
。

地
中
海
世
界
の
旅
人
た
ち
―
―
中
世
か
ら
近
世
へ
―
―

一
二
五
（
二
二
三
）



３
�
ヒ
エ
ロ
ニ
ム
ス
・
ミ
ュ
ン
ツ
ァ
ー

ヒ
エ
ロ
ニ
ム
ス
・
ミ
ュ
ン
ツ
ァ
ー
（
一
四
六
〇
年
頃
―
一
五
〇

八
年
）
は
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
家
ゆ
か
り
の
チ
ロ
ル
地
方
出
身
の
富
裕

市
民
で
、
パ
ヴ
ィ
ア
大
学
で
医
学
を
学
ん
だ
後
、
ニ
ュ
ー
ル
ン
ベ

ル
ク
で
開
業
し
た
。
神
聖
ロ
ー
マ
皇
帝
マ
ク
シ
ミ
リ
ア
ン
一
世
と

親
し
い
知
識
人
で
、
マ
ル
テ
ィ
ン
・
ベ
ー
ハ
イ
ム
な
ど
と
共
に
、

「
ニ
ュ
ー
ル
ン
ベ
ル
ク
地
理
学
派
」
の
一
翼
を
担
っ
た
。

一
四
九
三
年
三
月
コ
ロ
ン
ブ
ス
が
第
一
回
航
海
か
ら
帰
還
し
、

ア
メ
リ
カ
「
発
見
」
の
ニ
ュ
ー
ス
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
全
域
に
伝
え
ら

れ
る
と
、
マ
ク
シ
ミ
リ
ア
ン
一
世
は
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
家
の
イ
ン
ド

貿
易
や
ア
メ
リ
カ
貿
易
へ
の
参
加
可
能
性
を
模
索
す
べ
く
、
ミ
ュ

ン
ツ
ァ
ー
に
イ
ベ
リ
ア
旅
行
を
命
じ
た
。
ミ
ュ
ン
ツ
ァ
ー
の
旅
は

私
的
旅
行
の
体
裁
を
と
っ
て
は
い
る
が
、
実
際
に
は
マ
ク
シ
ミ
リ

ア
ン
一
世
の
要
請
を
受
け
た
外
交
交
渉
の
旅
で
あ
っ
た
。
マ
ド
リ

ー
ド
の
王
宮
で
カ
ト
リ
ッ
ク
両
王
へ
の
拝
謁
を
許
さ
れ
た
際
、
マ

ク
シ
ミ
リ
ア
ン
一
世
の
使
者
と
言
明
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
そ

れ
を
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

ミ
ュ
ン
ツ
ァ
ー
は
一
四
九
四
年
八
月
、
ニ
ュ
ー
ル
ン
ベ
ル
ク
や

ア
ウ
ク
ス
ブ
ル
ク
の
有
力
商
人
の
子
弟
三
人
と
共
に
、
馬
で
ス
ペ

イ
ン
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
旅
行
に
出
発
し
た
。
ミ
ュ
ン
ツ
ァ
ー
一
行
は
、

バ
ル
セ
ロ
ー
ナ
、
バ
レ
ン
シ
ア
経
由
で
一
四
九
四
年
一
〇
月
、
推

薦
状
を
携
え
て
陥
落
直
後
の
グ
ラ
ナ
ダ
に
入
っ
た
。
グ
ラ
ナ
ダ
城

代
に
歓
待
さ
れ
た
ミ
ュ
ン
ツ
ァ
ー
一
行
は
、「
地
上
の
楽
園
」
を

思
わ
せ
る
ア
ル
ハ
ン
ブ
ラ
宮
殿
に
感
嘆
の
声
を
上
げ
る
。
こ
う
し

た
視
線
は
、
現
代
の
観
光
者
の
そ
れ
と
大
差
は
な
い
。
そ
の
一
方

で
、
高
度
な
灌
漑
技
術
に
支
え
ら
れ
た
果
樹
や
サ
ト
ウ
キ
ビ
栽
培
、

モ
ス
ク
と
ム
デ
ハ
ル
（
キ
リ
ス
ト
教
徒
支
配
下
の
ム
ス
リ
ム
）
の

習
俗
、
グ
ラ
ナ
ダ
大
司
教
タ
ラ
ベ
ー
ラ
に
よ
る
改
宗
運
動
、
マ
リ

ア
崇
敬
に
み
ら
れ
る
シ
ン
ク
レ
テ
ィ
ズ
ム
な
ど
に
も
言
及
す
る
。

特
に
興
味
深
い
の
は
キ
リ
ス
ト
教
徒
と
ム
デ
ハ
ル
が
共
有
す
る
マ

リ
ア
崇
敬
で
、
マ
リ
ア
は
フ
ァ
ー
テ
ィ
マ
、
ア
イ
ー
シ
ャ
と
並
び
、

「
子
授
け
」
に
ご
利
益
の
あ
る
「
聖
女
」
と
み
な
さ
れ
た
の
で
あ

っ
た
。
グ
ラ
ン
・
モ
ス
ク
を
カ
テ
ド
ラ
ル
に
転
ず
る
に
あ
た
り
、

カ
テ
ド
ラ
ル
に
聖
母
マ
リ
ア
が
祀
ら
れ
た
の
も
、
マ
リ
ア
崇
敬
の

広
範
な
広
が
り
を
背
景
と
し
て
い
る
。

一
四
九
四
年
一
一
月
、
リ
ス
ボ
ン
に
到
着
し
た
ミ
ュ
ン
ツ
ァ
ー

一
行
は
、
リ
ス
ボ
ン
の
都
市
景
観
や
特
産
物
に
触
れ
る
一
方
で
、

追
放
前
夜
の
ユ
ダ
ヤ
人
を
目
撃
す
る
。
近
接
す
る
マ
グ
リ
ブ
地
方

も
視
野
に
収
め
ら
れ
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
領
有
す
る
マ
グ
リ
ブ
都
市

セ
ウ
タ
の
キ
リ
ス
ト
教
徒
は
約
八
〇
〇
人
で
、
ム
ス
リ
ム
か
ら
の

セ
ウ
タ
防
衛
に
は
二
人
の
ド
イ
ツ
人
騎
士
が
参
加
し
た
と
述
べ
る
。

史

学

第
八
〇
巻

第
二
・
三
号

一
二
六
（
二
二
四
）



リ
ス
ボ
ン
が
イ
ン
ド
貿
易
の
中
心
都
市
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
香

辛
料
や
象
牙
、
金
、
黒
人
奴
隷
な
ど
を
扱
う
イ
ン
ド
商
務
院
に
も

関
心
を
寄
せ
、
竜
血
樹
、
ワ
ニ
、
ラ
イ
オ
ン
と
い
っ
た
オ
リ
エ
ン

ト
産
の
動
植
物
に
言
及
す
る
。
ド
イ
ツ
と
の
関
係
に
つ
い
て
い
え

ば
、
富
裕
な
ド
イ
ツ
人
商
人
が
リ
ス
ボ
ン
に
居
留
し
て
お
り
、
停

泊
中
の
ド
イ
ツ
船
で
歓
迎
さ
れ
た
こ
と
、
一
一
四
七
年
の
リ
ス
ボ

ン
攻
略
に
参
加
し
た
ド
イ
ツ
人
騎
士
の
墓
所
が
、
リ
ス
ボ
ン
の
守

護
聖
人
で
あ
る
聖
ビ
セ
ン
テ
を
祀
っ
た
サ
ン
・
ビ
セ
ン
テ
・
デ
・

フ
ォ
ラ
修
道
院
に
あ
る
こ
と
が
、
記
述
さ
れ
て
い
る
。

ミ
ュ
ン
ツ
ァ
ー
の
ス
ペ
イ
ン
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
旅
行
を
踏
ま
え
て
、

カ
ト
リ
ッ
ク
両
王
の
娘
フ
ア
ナ
と
マ
ク
シ
ミ
リ
ア
ン
一
世
の
息
子
、

ブ
ル
ゴ
ー
ニ
ュ
公
フ
ィ
リ
ッ
プ
の
結
婚
が
実
現
す
る
。
こ
の
フ
ア

ナ
と
フ
ィ
リ
ッ
プ
の
息
子
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
ア
メ
リ
カ
大
陸
に

跨
る
広
大
な
ス
ペ
イ
ン
帝
国
を
構
築
し
た
、
カ
ル
ロ
ス
一
世
（
神

聖
ロ
ー
マ
皇
帝
カ
ー
ル
五
世
）
で
あ
っ
た
。

４
�
ユ
ー
デ
ル
・
パ
シ
ャ
と
ム
ハ
ン
マ
ド
・
ブ
ン
・
ザ
ル
ク
ン

ユ
ー
デ
ル
・
パ
シ
ャ
（
一
五
六
〇
年
頃
―
一
七
世
紀
初
頭
）
は

グ
ラ
ナ
ダ
地
方
出
身
の
穏
健
派
モ
リ
ス
コ
で
、
第
二
次
ア
ル
プ
ハ

ー
ラ
ス
反
乱
（
一
五
六
八
―
七
一
年
）
後
に
ベ
ル
ベ
ル
人
海
賊
に

拉
致
さ
れ
、
宦
官
と
し
て
サ
ー
ド
朝
の
ス
ル
タ
ー
ン
に
仕
え
た
。

第
二
次
ア
ル
プ
ハ
ー
ラ
ス
反
乱
を
機
に
、
多
数
の
モ
リ
ス
コ
が
強

制
的
も
し
く
は
自
発
的
に
マ
グ
リ
ブ
地
方
に
移
動
し
て
お
り
、
ユ

ー
デ
ル
・
パ
シ
ャ
と
ム
ハ
ン
マ
ド
・
ブ
ン
・
ザ
ル
ク
ン
は
そ
の
典

型
で
あ
る
。

一
五
七
八
年
、
ア
フ
マ
ド
・
ア
ル
・
マ
ン
ス
ー
ル
が
サ
ー
ド
朝

の
ス
ル
タ
ー
ン
と
し
て
即
位
し
、
オ
ス
マ
ン
帝
国
を
モ
デ
ル
に
政

治
・
軍
事
改
革
を
断
行
す
る
と
、
ユ
ー
デ
ル
・
パ
シ
ャ
は
マ
ラ
ケ

シ
ュ
総
督
に
任
じ
ら
れ
た
。
マ
ン
ス
ー
ル
は
ス
ペ
イ
ン
帝
国
や
オ

ス
マ
ン
帝
国
と
並
ぶ
「
サ
ー
ド
朝
帝
国
」
の
構
築
を
企
図
し
て
お

り
、
そ
れ
を
実
現
す
る
に
は
ユ
ー
デ
ル
・
パ
シ
ャ
や
ム
ハ
ン
マ

ド
・
ブ
ン
・
ザ
ル
ク
ン
の
よ
う
な
有
能
な
モ
リ
ス
コ
官
僚
の
登
用

に
加
え
、
ト
ラ
ン
ス
・
サ
ハ
ラ
貿
易
（
金
と
黒
人
奴
隷
）
の
独
占

に
よ
る
財
政
基
盤
の
拡
充
が
不
可
欠
で
あ
っ
た
。

一
五
九
〇
年
、
マ
ン
ス
ー
ル
の
命
を
受
け
た
ユ
ー
デ
ル
・
パ
シ

ャ
は
、
約
六
〇
〇
〇
人
の
兵
士
を
率
い
、
ニ
ジ
ェ
ー
ル
川
中
流
域

の
ソ
ン
ガ
イ
帝
国
征
服
に
向
か
っ
た
。
遠
征
軍
の
中
核
を
構
成
し

た
の
は
、
火
縄
銃
を
装
備
し
た
約
二
五
〇
〇
人
の
モ
リ
ス
コ
兵
で

あ
り
、
多
く
の
犠
牲
を
伴
い
な
が
ら
一
三
〇
日
か
け
て
サ
ハ
ラ
砂

漠
を
横
断
し
、
一
五
九
一
年
二
月
ト
ン
デ
ィ
ビ
の
戦
い
で
ソ
ン
ガ

イ
軍
を
撃
破
し
た
。
ト
ン
デ
ィ
ビ
の
戦
い
に
勝
利
し
た
ユ
ー
デ

ル
・
パ
シ
ャ
は
ト
ン
ブ
ク
ト
ゥ
を
拠
点
に
総
督
府
を
設
置
し
、
ト

地
中
海
世
界
の
旅
人
た
ち
―
―
中
世
か
ら
近
世
へ
―
―

一
二
七
（
二
二
五
）



ラ
ン
ス
・
サ
ハ
ラ
貿
易
の
独
占
を
計
っ
た
。
し
か
し
マ
ン
ス
ー
ル

と
対
立
し
て
罷
免
さ
れ
、
マ
ラ
ケ
シ
ュ
へ
の
帰
還
を
余
儀
な
く
さ

れ
た
。

ム
ハ
ン
マ
ド
・
ブ
ン
・
ザ
ル
ク
ン
（
？
―
一
五
九
五
年
）
も
グ

ラ
ナ
ダ
地
方
の
出
身
で
あ
る
が
、
ユ
ー
デ
ル
・
パ
シ
ャ
と
異
な
り

急
進
派
モ
リ
ス
コ
に
属
し
、
第
二
次
ア
ル
プ
ハ
ー
ラ
ス
反
乱
に
参

加
し
て
敗
れ
た
後
、
マ
グ
リ
ブ
地
方
に
亡
命
し
た
。
サ
ー
ド
朝
の

王
位
継
承
争
い
に
お
い
て
、
マ
ン
ス
ー
ル
と
常
に
行
動
を
共
に
し

た
こ
と
か
ら
、
マ
ン
ス
ー
ル
の
信
頼
が
厚
く
、
フ
ェ
ズ
総
督
に
任

命
さ
れ
た
。
ユ
ー
デ
ル
・
パ
シ
ャ
罷
免
の
後
を
受
け
一
五
九
一
年
、

第
二
代
総
督
と
し
て
マ
ラ
ケ
シ
ュ
を
出
発
し
、
翌
年
の
春
に
ト
ン

ブ
ク
ト
ゥ
に
入
城
し
た
。
当
時
ト
ン
ブ
ク
ト
ゥ
で
は
、
ウ
ラ
マ
ー

に
指
導
さ
れ
た
住
民
反
乱
が
生
じ
て
い
た
が
、
こ
れ
を
鎮
圧
し
、

三
六
〇
〇
キ
ロ
グ
ラ
ム
の
金
と
一
二
〇
〇
人
の
黒
人
奴
隷
を
マ
ン

ス
ー
ル
に
送
付
し
た
。
こ
う
し
た
強
圧
策
が
一
因
と
な
り
、
ム
ハ

ン
マ
ド
・
ブ
ン
・
ザ
ル
ク
ン
は
一
五
九
五
年
に
殺
害
さ
れ
た
。

一
六
世
紀
の
ス
ペ
イ
ン
社
会
に
あ
っ
て
グ
ラ
ナ
ダ
地
方
の
モ
リ

ス
コ
は
、
同
化
の
困
難
な
「
他
者
」
と
し
て
社
会
の
底
辺
に
放
置

さ
れ
た
。
第
二
次
ア
ル
プ
ハ
ー
ラ
ス
反
乱
は
、
そ
れ
へ
の
異
議
申

し
立
て
に
他
な
ら
な
ら
ず
、
同
反
乱
に
参
加
な
い
し
巻
き
込
ま
れ

た
モ
リ
ス
コ
が
、
社
会
・
経
済
的
安
定
を
求
め
、
マ
グ
リ
ブ
地
方

に
移
住
し
た
の
は
当
然
の
成
り
行
き
で
あ
っ
た
。
フ
ェ
ズ
や
マ
ラ

ケ
シ
ュ
に
定
住
し
た
モ
リ
ス
コ
の
多
く
は
、
再
改
宗
し
て
「
ア
ン

ダ
ル
ス
人
地
区
」
に
集
住
し
、
小
売
商
業
や
手
工
業
な
ど
に
従
事

し
た
。
モ
リ
ス
コ
の
中
に
は
マ
グ
リ
ブ
社
会
に
同
化
で
き
ず
、
ス

ペ
イ
ン
へ
帰
還
す
る
者
も
み
ら
れ
た
が
、
そ
の
一
方
で
、
ス
ル
タ

ー
ン
に
よ
り
総
督
に
任
命
さ
れ
、
社
会
的
上
昇
を
遂
げ
る
モ
リ
ス

コ
も
確
認
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

５
�
結
び

中
近
世
ス
ペ
イ
ン
社
会
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
・
キ
リ
ス
ト
教
社
会

の
最
南
端
、
イ
ス
ラ
ー
ム
社
会
の
西
北
端
に
位
置
す
る
境
域
社
会

で
あ
っ
た
ば
か
り
で
は
な
い
。
一
五
世
紀
末
か
ら
一
六
世
紀
初
頭

の
ユ
ダ
ヤ
人
追
放
、
ム
デ
ハ
ル
追
放
ま
で
、
ス
ペ
イ
ン
社
会
は
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
で
も
っ
と
も
多
く
の
ユ
ダ
ヤ
人
と
ム
ス
リ
ム
を
包
摂
す

る
モ
ザ
イ
ク
社
会
で
も
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
マ
グ
リ
ブ
地
方
を
含

め
、
言
語
や
宗
教
、
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
ー
を
異
に
す
る
多
様
な
人
々

が
、
中
近
世
の
こ
の
境
域
社
会
に
定
住
も
し
く
は
往
来
し
、
差
別

と
偏
見
を
含
む
多
様
な
価
値
観
を
扶
植
し
た
。
近
世
ス
ペ
イ
ン
は

他
の
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
に
先
駆
け
て
大
航
海
時
代
に
乗
り
出
し
、

近
代
世
界
シ
ス
テ
ム
を
稼
動
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
が
、
そ
れ
は
移

動
に
習
熟
し
た
境
域
社
会
で
あ
っ
た
こ
と
と
無
縁
で
は
あ
る
ま
い
。

史

学

第
八
〇
巻

第
二
・
三
号

一
二
八
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二
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）


